
風水害対策についてアトサヌプリ噴火時の防災対策
平時の心得 緊急時に迅速に行動するためには、噴火時を

イメージして、予め必要な備えをすることが大切です。

● 事前に備えておくこと ●

家具固定など室内の安全を確保します
就寝時などに大型家具等の下敷き
にならないようにしましょう。

避難時の心得 緊急時に適切に行動するためには、
平時に正しい行動をイメージしておくことが大切です。

● 留意すべきこと ●

役場からの情報に注意します
災害が切迫していたり、夜間など移動するのが危険な場
合には「屋内での待機」を呼びかけることがあります。

安全な装備で避難します
避難時には必要な装備で風向きを確かめ、
噴石や降灰から頭と目を守ります。

必要な物資を持って避難します
避難後の生活に備えて、
非常持ち出し品を持って
避難します。

避難前に二次災害の防止措置を行います
通電再開時の火災や地震によるガス漏れ等を防ぐため、
必ず電気ブレーカーを切りガスの元栓を閉めて、戸締り
をして避難します。

できるだけ２人以上で避難します
避難する際には、危険を回避したり、
互いの状況を確認し、互いに助け合い
ながら行動することが大切です。

近隣の人どうしで協力し合うようにします

災害や減災の知識を身につけます
緊急時に適切な行動ができるよう、日頃から減災に関する
知識を学ぶよう努めましょう。

地震を感じたら噴火を警戒します
地震が発生し始めたら町や消防に通報し、
公的情報に注意して、緊急避難に備えましょう。

非常時のために家庭内で備蓄します
物資供給の停止に備え、３日間ほど自活できるよう、
日頃から家庭内での備蓄をしておきましょう。

確実に情報を得る方法を準備します
緊急時に確実に情報を入手するため、
停電時でも可能な方法を準備します。

緊急時の避難場所や避難経路を確認します
緊急時に迅速に避難するため、
安全な避難場所や避難経路、
連絡方法を家族などと話し合
っておきましょう。

非常備蓄品チェックリスト
□水
□非常食
□カセットコンロ
□紙食器・割り箸
□ロウソク・ランタン
□携帯用トイレ

□電源不要ポータブルストーブ
□非常用給水袋・水タンク類
□懐中電灯
□古新聞
□スコップ
□バール

時　　期
数百年前
1,000 ～ 1,500 年前
1,500 年前
1,500 ～ 5,500 年前
5,500 年前
5,500 ～ 10,000 年前

２～３万年前

内　　　容
熊落とし火口　水蒸気爆発（At-a  火山灰）
新アトサヌプリ　ドーム形成
アトサヌプリ火口　水蒸気爆発（At-b  火山灰）
マクワンチサップ・旧アトサヌプリ　ドーム形成
リシリ火砕流　ドーム形成
多数のドーム形成
（サワンチサップ、オプタテシュケ、トサモシベ、ニフシオヤコツ、274m山、丸山、ヌプリオンド）
アトサヌプリ火砕流→カルデラ形成
アトサヌプリ成層火山　　　オヤコツ、252m山　ドーム形成

アトサヌプリ火山活動史

一人では情報を得たり行動できない人や、早めの避難を
要する人がいます。避難時には近隣どうしで声を掛け合
うなど協力して避難するよう心がけます。
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